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１．損益計算書の状況 
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◆1-1 連結情報 

 売上高は、国内におけるオフィス家具販売が前年に続き好調に推移したことから、前年同期
比5.4％増の2,169億円となりました。利益面では、増収による売上総利益の増加及び経費増
加抑制による固定費比率の低下等により、営業利益は前年同期比17.6％増の62億円、経常
利益は円安による為替差益により、前年同期比31.1％増の75億円、四半期純利益は法人税
率の低下等により、前年同期比72.9％増の44億円となりました。 

＜１～９月＞ （単位：百万円）

売 上 高 205,734 216,904 ＋11,170 ＋5.4%

売 上 総 利 益 67,991 71,766 ＋3,775 ＋5.6%

（率） (33.0%) (33.1%) (＋0.1p)

販売費及び一般管 理費 62,684 65,523 ＋2,839 ＋4.5%

（率） (30.5%) (30.2%) (△0.3p)

営 業 利 益 5,306 6,242 ＋936 ＋17.6%

（率） (2.6%) (2.9%) (＋0.3p)

経 常 利 益 5,741 7,528 ＋1,787 ＋31.1%

（率） (2.8%) (3.5%) (＋0.7p)

四 半 期 純 利 益 2,559 4,425 ＋1,866 ＋72.9%

（率） (1.2%) (2.0%) (＋0.8p)

（注）連結子会社25社・持分法適用関連会社１社

24年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

25年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

＜７～９月＞ （単位：百万円）

売 上 高 60,451 66,275 ＋5,824 ＋9.6%

売 上 総 利 益 18,992 21,098 ＋2,106 ＋11.1%

（率） (31.4%) (31.8%) (＋0.4p)

販売費及び一般管 理費 20,438 21,421 ＋983 ＋4.8%

（率） (33.8%) (32.3%) (△1.5p)

営 業 利 益 △ 1,446 △ 323 ＋1,123 -

（率） (△2.4%) (△0.5%) (＋1.9p)

経 常 利 益 △ 1,494 △ 231 ＋1,263 -

（率） (△2.5%) (△0.3%) (＋2.2p)

四 半 期 純 利 益 △ 652 △ 52 ＋600 -

（率） (△1.1%) (△0.1%) (＋1.0p)

（注）連結子会社25社・持分法適用関連会社１社

24年12月期
＜7～9月＞

25年12月期
＜7～9月＞

前年差額
（前年率差）

増減率
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◆1-2 売上高 
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１．損益計算書の状況 

 売上高は、国内におけるオフィス家具販売が前年に続き好調に推移したことから、前年同期
比5.4％増の2,169億円となりました。 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

21年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

22年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

23年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

24年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

25年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

205,319 199,541 194,421 205,734 216,904 ＋11,170 ＋5.4%

67,080 66,944 66,789 67,991 71,766 ＋3,775 ＋5.6%

(32.7%) (33.5%) (34.4%) (33.0%) (33.1%) (＋0.1p)

66,010 62,834 62,733 62,684 65,523 ＋2,839 ＋4.5%

(32.2%) (31.5%) (32.3%) (30.5%) (30.2%) (△0.3p)

1,069 4,109 4,055 5,306 6,242 ＋936 ＋17.6%

(0.5%) (2.1%) (2.1%) (2.6%) (2.9%) (＋0.3p)

1,447 4,137 4,087 5,741 7,528 ＋1,787 ＋31.1%

(0.7%) (2.1%) (2.1%) (2.8%) (3.5%) (＋0.7p)

140 1,030 354 2,559 4,425 ＋1,866 ＋72.9%

(0.1%) (0.5%) (0.2%) (1.2%) (2.0%) (＋0.8p)

（率）

（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

（率）

売 上 高

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び一 般管 理費

（率）

（率）
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◆1-3 売上総利益 
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 売上総利益は、増収により前年同期比5.6％増の717億円となりました。 
 売上総利益率は、円安による仕入れ価格の上昇があったものの、コストダウンの推進によ
り、前年同期並みの33.1％となりました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

21年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

22年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

23年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

24年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

25年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

205,319 199,541 194,421 205,734 216,904 ＋11,170 ＋5.4%

67,080 66,944 66,789 67,991 71,766 ＋3,775 ＋5.6%

(32.7%) (33.5%) (34.4%) (33.0%) (33.1%) (＋0.1p)

66,010 62,834 62,733 62,684 65,523 ＋2,839 ＋4.5%

(32.2%) (31.5%) (32.3%) (30.5%) (30.2%) (△0.3p)

1,069 4,109 4,055 5,306 6,242 ＋936 ＋17.6%

(0.5%) (2.1%) (2.1%) (2.6%) (2.9%) (＋0.3p)

1,447 4,137 4,087 5,741 7,528 ＋1,787 ＋31.1%

(0.7%) (2.1%) (2.1%) (2.8%) (3.5%) (＋0.7p)

140 1,030 354 2,559 4,425 ＋1,866 ＋72.9%

(0.1%) (0.5%) (0.2%) (1.2%) (2.0%) (＋0.8p)

（率）

（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

（率）

売 上 高

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び一 般管 理費

（率）

（率）
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販管費 売上高販管費率 

◆1-4 販売費及び一般管理費 
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 販売費及び一般管理費は、経費増加抑制による固定費比率の低下等により、前年同期比
4.5％増の655億円となり、売上高販管費率は30.2％となりました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

21年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

22年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

23年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

24年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

25年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

205,319 199,541 194,421 205,734 216,904 ＋11,170 ＋5.4%

67,080 66,944 66,789 67,991 71,766 ＋3,775 ＋5.6%

(32.7%) (33.5%) (34.4%) (33.0%) (33.1%) (＋0.1p)

66,010 62,834 62,733 62,684 65,523 ＋2,839 ＋4.5%

(32.2%) (31.5%) (32.3%) (30.5%) (30.2%) (△0.3p)

1,069 4,109 4,055 5,306 6,242 ＋936 ＋17.6%

(0.5%) (2.1%) (2.1%) (2.6%) (2.9%) (＋0.3p)

1,447 4,137 4,087 5,741 7,528 ＋1,787 ＋31.1%

(0.7%) (2.1%) (2.1%) (2.8%) (3.5%) (＋0.7p)

140 1,030 354 2,559 4,425 ＋1,866 ＋72.9%

(0.1%) (0.5%) (0.2%) (1.2%) (2.0%) (＋0.8p)

（率）

（率）
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（率）
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◆1-5 営業利益及び経常利益 
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 営業利益は、増収による売上総利益の増加及び経費増加抑制による固定費比率の低下等
により、前年同期比17.6％増の62億円となりました。 
 経常利益は、円安による為替差益により、前年同期比31.1％増の75億円となりました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

21年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

22年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

23年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

24年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

25年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

205,319 199,541 194,421 205,734 216,904 ＋11,170 ＋5.4%

67,080 66,944 66,789 67,991 71,766 ＋3,775 ＋5.6%

(32.7%) (33.5%) (34.4%) (33.0%) (33.1%) (＋0.1p)

66,010 62,834 62,733 62,684 65,523 ＋2,839 ＋4.5%

(32.2%) (31.5%) (32.3%) (30.5%) (30.2%) (△0.3p)

1,069 4,109 4,055 5,306 6,242 ＋936 ＋17.6%

(0.5%) (2.1%) (2.1%) (2.6%) (2.9%) (＋0.3p)

1,447 4,137 4,087 5,741 7,528 ＋1,787 ＋31.1%

(0.7%) (2.1%) (2.1%) (2.8%) (3.5%) (＋0.7p)

140 1,030 354 2,559 4,425 ＋1,866 ＋72.9%

(0.1%) (0.5%) (0.2%) (1.2%) (2.0%) (＋0.8p)

（率）

（率）
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（率）
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（率）

（率）
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四半期純利益 売上高四半期純利益率 

◆1-6 四半期純利益 
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  ○特別利益・・・合計12億円 
     固定資産売却益 8億円、投資有価証券売却益 4億円 
  ○特別損失・・・合計11億円 
     減損損失 8億円（社員寮 7億円等） 

 四半期純利益は、法人税率の低下等により、前年同期比72.9％増の44億円となりました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

21年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

22年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

23年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

24年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

25年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

1,447 4,137 4,087 5,741 7,528 ＋1,787 ＋31.1%

(0.7%) (2.1%) (2.1%) (2.8%) (3.5%) (＋0.7p)

＋438 △689 △1,818 ＋114 ＋67 △47 △41.2%

特 別 利 益 ＋643 ＋791 ＋976 ＋2,021 ＋1,245 △776 △38.4%

特 別 損 失 △ 205 △ 1,480 △ 2,794 △ 1,907 △ 1,178 ＋729 -

1,886 3,448 2,270 5,854 7,595 ＋1,741 ＋29.7%

(0.9%) (1.7%) (1.2%) (2.8%) (3.5%) (＋0.7p)

1,746 2,418 1,916 3,295 3,170 △125 △3.8%

140 1,030 354 2,559 4,425 ＋1,866 ＋72.9%

(0.1%) (0.5%) (0.2%) (1.2%) (2.0%) (＋0.8p)

特 別 損 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

（率）

（率）

（率）

法 人 税 等

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益



２．貸借対照表の状況 

資産の部 
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 借入金の返済や固定資産の売却による総資産圧縮の一方、営業キャッシュフロー（24年９

月末→25年９月末）の増加や有価証券の時価上昇により、総資産は2,602億円となりました。 
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差額 
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負債・純資産の部 

＋77 

25年９月末 

（単位：億円） 
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資本剰余金 

利益剰余金 

評価差額など 

△26 
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△16 
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差額 

2,525 

291 
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354 

101 

△143 

1,287 

190 

158 

277 

381 
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14 99 

△10 

△43 

＋19 

＋26 
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±0 

±0 

△4 

＋8 109 

25年９月末 24年９月末 

※比較のため前期の数値は24年12月期第３四半期（24年９月末）を使用しており、 
    決算短信記載の数値と異なります。 

±0 

主な増減要因 

主な増減要因 

四半期純利益   ＋42 
配当金支払      △18 

営業キャッシュフロー＋69 
 （24年９月末→25年９月末） 

借入金返済△50 
固定資産取得・売却△35 
配当金支払 △18 

有価証券時価上昇 

有価証券時価上昇 

円安対策のため 
    調達前倒し   ＋26 
海外事業           ＋8 

借入金返済    △50 



３．キャッシュフロー・設備投資の状況 

（※） フリーキャッシュフロー＝営業キャッシュフロー＋投資キャッシュフロー 

8 

25年９月末 24年12月末 

△72 

△8 

＋71 

現預金 
356 

営業CF 
財務CF 

投資CF 

（単位：億円） 

□ 現預金の増減内訳 
      25年12月期 <１～９月> 

□ キャッシュフロー計算書 
     25年12月期 <１～９月> 

（単位：億円） 

現預金 
350 

フリーキャッシュフロー ＋63億円 

＋3 
その他 

＜25年12月期<１～９月>のキャッシュフローについて＞ 
・営業活動では、71億円の資金増となりました。 
  増加要因・・・税金等調整前四半期純利益 75億円、減価償却費 51億円 
  減少要因・・・棚卸資産の増加 34億円、法人税等の支払額 26億円 
・投資活動では、8億円の資金減となりました。 
  増加要因・・・有形固定資産の売却 28億円 
  減少要因・・・設備投資額 33億円 
以上の結果、フリーキャッシュフロー（※）は63億円の資金増となりました。 
・財務活動では、72億円の資金減となりました。 
  減少要因・・・長期借入金の返済 50億円、配当金の支払 18億円 
・当期末の資金は350億円となり、期首から6億円減少しました。 

減少 
△6 

（単位：億円） 

□ 設備投資・減価償却費の推移 

2 1 4 7 6 
11 18 

32 

12 14 
8 

6 

15 

18 11 
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2 
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22 
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55 

39 
33 

47 44 48 
49 51 

0
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20
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21年12月期 

第３四半期 

＜1～9月＞ 

22年12月期 

第３四半期 

＜1～9月＞ 

23年12月期 

第３四半期 

＜1～9月＞ 

24年12月期 

第３四半期 

＜1～9月＞ 

25年12月期 

第３四半期 

＜1～9月＞ 

建物 システム 機械 その他 減価償却費 

◆営業キャッシュフロー ＋71

税金等調整前四半期純利益 ＋75

減価償却費 ＋51

棚卸資産の増減 △34

法人税等の支払額 △26

その他 ＋5

◆投資キャッシュフロー △8

設備投資額 △33

有形固定資産の売却 ＋28

その他 △3

◆財務キャッシュフロー △72

長期借入金の返済 △50

配当金の支払 △18

その他 △4



４．事業セグメントの損益状況 
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◆4-1 ステーショナリー関連事業 

 売上高は海外事業は伸長したものの国内事業の減収により前年同期比1.5％減の684億円
となりました。 
 営業利益はコストダウンの推進等により、前年同期比4.7％増の50億円となりました。 

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の３セグメントにて開示して

おります。そのため、23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

※当連結会計年度より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改定しております。これによ

り、当第３四半期連結累計期間のステーショナリー関連事業の営業利益は、前第３四半期連結累計期間と比べて、252百万

円増加しております。 

69,672 
65,691 

69,522 68,483 

0
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20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000
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＜1～9月＞ 

23年12月期 

第３四半期 

＜1～9月＞ 

24年12月期 

第３四半期 

＜1～9月＞ 

25年12月期 

第３四半期 

＜1～9月＞ 

6,073 
5,664 

4,823 
5,051 

8.7% 8.6% 

6.9% 
7.4% 

0.0%
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4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

22年12月期 

第３四半期 

＜1～9月＞ 

23年12月期 

第３四半期 

＜1～9月＞ 

24年12月期 

第３四半期 

＜1～9月＞ 

25年12月期 

第３四半期 

＜1～9月＞ 

（単位：百万円）

22年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

23年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

24年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

25年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 69,672 65,691 69,522 68,483 △1,039 △1.5%

営 業 利 益 6,073 5,664 4,823 5,051 ＋228 ＋4.7%
（率） (8.7%) (8.6%) (6.9%) (7.4%) (＋0.5p)
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◆4-2 ファニチャー関連事業 

 売上高は当第３四半期連結会計期間（７～９月）に大型案件の受注があったこと等により前
年同期比10.9％増の879億円となりました。 
 営業利益は国内事業の増収に伴う売上総利益の増加により前年同期比166.2％増の23億
円となりました。 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の３セグメントにて開示して

おります。そのため、23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

※当連結会計年度より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改定しております。これによ

り、当第３四半期連結累計期間のファニチャー関連事業の営業利益は、前第３四半期連結累計期間と比べて、399百万円

増加しております。 

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

△ 266 △ 198 

881 

2,347 

△0.3% △0.3% 
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第３四半期 
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（単位：百万円）

22年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

23年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

24年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

25年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 82,714 77,302 79,295 87,941 ＋8,646 ＋10.9%

営 業 利 益 △ 266 △ 198 881 2,347 ＋1,466 ＋166.2%
（率） (△0.3%) (△0.3%) (1.1%) (2.7%) (＋1.6p)
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◆4-3 通販・小売関連事業 

 売上高はカウネットとアクタスが堅調であったことにより、前年同期比3.9％増の809億円とな
りました。 
 営業利益は事業会社と当社の費用負担方法の改定やシステム関連費用の計上により前年
同期比42.9％減の9億円となりました。 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の３セグメントにて開示して

おります。そのため、23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

※当連結会計年度より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改定しております。これによ

り、当第３四半期連結累計期間の通販・小売関連事業の営業利益は、前第３四半期連結累計期間と比べて、431百万円減

少しております。 

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 

（単位：百万円） （単位：百万円） 
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（単位：百万円）

22年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

23年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

24年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

25年12月期
第３四半期
＜1～9月＞

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 72,636 74,063 77,882 80,907 ＋3,025 ＋3.9%

営 業 利 益 800 1,235 1,701 971 △730 △42.9%
（率） (1.1%) (1.7%) (2.2%) (1.2%) (△1.0p)
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 平成25年12月期の業績予想は平成25年２月13日に発表いたしました「平成24年12月期 決
算短信」に記載の業績予想から変更はございません。 

※下期より、想定為替レートは、期初の1ドル＝85円から1ドル＝100円に変更しております。 
※当連結会計年度より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改定しておりま
す。これにより、各事業セグメントの営業利益は前年と比較し、ステーショナリー関連事業＋3億円、ファニチャー
関連事業＋6億円、通販・小売関連事業△6億円の影響を見込んでおります。 

通　期 (単位：百万円)

275,821 280,000 ＋4,179 ＋1.5%

ス テ ーシ ョナ リー 92,122 90,000 △2,122 △2.3%

フ ァ ニ チ ャ ー 105,278 110,000 ＋4,722 ＋4.5%

通 販 ・ 小 売 106,425 109,000 ＋2,575 ＋2.4%

調 整 額 △ 28,005 △ 29,000 △995 -

（率） 4,852 (1.8%) 5,800 (2.1%) ＋948 ＋0.3p ＋19.5%

ス テ ーシ ョナ リー （率） 5,303 (5.8%) 6,000 (6.7%) ＋697 ＋0.9p ＋13.1%

フ ァ ニ チ ャ ー （率） 102 (0.1%) 1,500 (1.4%) ＋1,398 ＋1.3p ＋1361.7%

通 販 ・ 小 売 （率） 2,364 (2.2%) 1,800 (1.7%) △564 △0.5p △23.9%

調 整 額 △ 2,917 △ 3,500 △583 -

（率） 6,142 (2.2%) 6,300 (2.3%) ＋158 ＋0.1p ＋2.6%

（率） 2,428 (0.9%) 3,300 (1.2%) ＋872 ＋0.3p ＋35.9%

前年差額 増減率前年率差

当 期 純 利 益

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

24年12月期
通期 実績
（12ヶ月）

25年12月期
通期 予想
（12ヶ月）



 コクヨ株式会社は、大阪・道頓堀「角座広場」を運営する松竹芸能株式会社（本社：大阪市／
社長：井上貴弘）と平成25年８月から５年間のスポンサー契約を締結するとともに、同社の本社
オフィスや「角座広場」の空間づくりもサポートしています。 
 
■スポンサー契約の目的 
 当社は、大阪に本社を構える企業として、上方が誇る『お笑い』文化のサポートと道頓堀地区
の活性化に貢献するため、また、主に若年層の「角座広場」来場者に対して当社の認知度アッ
プを図ることを目的として、スポンサー契約を締結しました。 
 
■松竹芸能株式会社 本社オフィス 
 松竹芸能株式会社では、次世代の芸人を輩出する劇場と、常に面白い斬新なアイデアを創出
するオフィスを「工場」と位置づけていることから、デザインコンセプトは、“工場”と“向上”をかけ
た「松竹芸能お笑いkojo」としています。コクヨファニチャー株式会社は、そのコンセプトの企画か
ら空間・プロダクトデザイン、設計施工等をはじめとした空間づくりのトータルディレクションを行
いました。 
 
■大阪・道頓堀「角座広場」 
 当社及びグループ各社は、平成25年７月28日にオープンした大阪・道頓堀「角座広場」の屋外
オープンスペースにおいて、当社商品をモチーフにした「“キャンパスノート型”案内看板」や「“カ
ドケシ”ソファ」の設置など、各種ユニークな仕掛けによる『面白空間』の演出をサポートしていま
す。 

コクヨ、松竹芸能株式会社とスポンサー契約を締結 
～本社オフィスや道頓堀「角座広場」の空間づくりもサポート～ 

６．主なトピックス 

お笑い「工場」をテーマにした本社オフィス 
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オリジナル表紙のキャンパスノート「ネタ帳」 
（非売品） 

“Campusノート型”案内看板 



 コクヨS＆T株式会社は、「キャンパスノート」シリーズから、中高生の学習に最適なノートとして
新しいカテゴリーとなる｢学習罫ノート｣を発売しました。 
学習罫ノートには、文系科目と理系科目のそれぞれに適した新罫線を採用した２タイプがありま
す。 

新カテゴリー｢学習罫キャンパスノート｣が誕生 
～中高生の学習に最適なノート～ 
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 オフィス用品通販を行う株式会社カウネットは、事務用品、OA用品、生活用品などを掲載した
「カウネットカタログ２０１３年秋冬号（第２６号）」を発刊しました。 
当社は、発注担当者がオフィス用品を選ぶ際の「選びやすさ」、何となく感じている不満や困りご
との解決につなげる「気づき」の提供に取り組んでおり、今号では、その取り組みをオリジナル
商品に展開し、新ブランド「カウコレ」としてスタートさせました。 

6．主なトピックス 

カウネットオリジナル商品の新ブランド「カウコレ」が誕生 
～２０１３年秋冬号カタログを発刊～ 

■カウネットオリジナル商品の新ブランド「カウコレ」 
 「カウコレ」には、『カウネットのコレクション』という意味に加え、
『買う（カウ）ならコレ』、また『カウネット（kaunet）の核＝コア（core）
となる商品』にしたい、という思いをこめています。さらに、お客様
に商品の提供価値を明確に伝えるために “「カウコレ」プレミアム”
と“「カウコレ」プライス”の２つのシリーズで展開します。 
 

・「カウコレ」プレミアム 
 お客様の顕在的な不満や潜在的な困りごとを解決するために、
カウネット独自の工夫を加えた付加価値型商品です。  
 

・「カウコレ」プライス 
 低価格でありながら安心の品質を提供する商品です。 
コピー用紙やクリヤーホルダーなどの売れ筋商品は期間限定のプ
ライスダウンを実施します。  

■学習罫キャンパスノート＜文章罫＞ 
 （文章が読みやすい） 
 ドット入り罫線の行の間に点線を配置しています。
その点線にそろえて文字を書くと、一定の余白をあ
けることができ、すっきりとした読み返しやすいノート
をつくることができます。国語や社会、英語などの文
系科目に最適です。 
 

■学習罫キャンパスノート＜図表罫＞ 
 （図表が描きやすい） 
 ドット入り罫線の行の間に、行を４等分する小さな
３列のドットを配置しています。各ドットを目印にする
ことで図や表をわかりやすく描くことができます。  
数学や理科などの理系科目に最適です。 

カウネットカタログ 

写真：（上）「学習罫キャンパスノート＜文章罫＞」、（下）「学習罫キャンパスノート＜図表罫＞」 表紙と使用例 



 コクヨS＆T株式会社は、1913年の洋式帳簿の製造開始から今年で100年を迎えるにあたり、
洋式帳簿のために開発・改良を重ねてきた「コクヨ帳簿用紙」を使用した上質な「装丁ノート＜
RECORD BOOK Century Edition＞」を発売しました。 

100年の歴史を持つ「洋式帳簿」の風合いを活かしたノートを発売 
～大切な手書き記録を「書き残す」ための上質なノート～ 
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 コクヨS＆T株式会社は、刃先にかけて刃の角度を徐々に広げた新開発のハイブリッドアーチ
刃を採用することで、刃先でも軽い力で楽に切れる「ハサミ＜エアロフィットサクサ＞」シリーズを
発売しました。  

6．主なトピックス 

■「ハサミ＜エアロフィットサクサ＞」シリーズの特長 
 刃と刃の角度が刃先にかけて徐々に広がる新開発の『ハ
イブリッドアーチ刃』を採用しています。これにより、従来の
ハサミでは最も切りにくい刃先部分でも軽い力で切ることが
でき、その切れ味は従来の約４倍を実現しています。また、
この１本で、ビニール袋などの薄いものから、革のベルトや
段ボール、飲料パックなどの厚手のものまで楽に切ることが
できます。 

■コクヨ帳簿用紙 
 優れた保存性と上質な書き味により、「書き残
す」ことに最適な用紙です。1913年（大正２年）に
製造を開始した洋式帳簿のために、９年の歳月
をかけて開発した高級筆記用紙で、改良を重ね
ながら、今なお進化を続けています。 
 

■装丁ノート 
 100年の歴史を持つ「洋式帳簿」を彷彿とさせる
ノートで、手書きに思い入れのある人や、こだわ
りのアイテムを使いたい人に最適な商品です。
中紙に「コクヨ帳簿用紙」を使用するとともに、表
紙には、布クロスを思わせる特殊紙でノート全体
を覆う「くるみ製本」を採用することで、高級感と
耐久性を高めています。 

ハサミ＜エアロフィットサクサ＞ 
（グルーレスタイプ）ワイドハンドル  

装丁ノート＜RECORD BOOK Century Edition＞  

刃先でも軽い力で切れる「ハサミ＜エアロフィットサクサ＞」を発売 
～新開発、ハイブリッドアーチ刃で切れ味約４倍～ 

ハイブリッドアーチ刃 


